
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　め目　　　　　　かめ瓶　　　　　　こめ小目　　　　　め牝　　　　　　かめ亀　　　　　 一 こめ籠あ　　　　　め女　　　　　 あかめ赤女　　　　　あこめ相
　　　　　め　海布　　　　　　　　　　いかめ　厳め　　　　　　　いだしあζめ　出だし相
　　　　一め　（係助）　　　　　　　　　さかめ　逆目　　　　　　　　つつおごめ　筒落米
　　　　一め　（助動已然）　　　　　　　すがめ　砂　　　　　　　　　　　あかごめ　赤米
　　　　・一め奴　　　　 じんだがめ椹駄瓶　　　　 きこめ着込め
　　　　あめ　天　　　　　　　　　　とがめ　答め　　　　　　　　つきこめ突き米
　　　　あめ　雨　　　　　　　　　かさとがめ　笠替め　　　　　　　　やきこめ　焼き米
てっぱうあめ　鉄砲雨　　　　　　　　こととがめ　言答め　　　　　　　　　　ここめ　（名）
　　ながあめ　長雨　　　　　　　　ものとがめ　物答め　　　　　　　おにここめ　鬼ここあ
　とらがあめ　虎が雨　　　　　　ことばとがめ　言葉答め　　　　　　　　しこめ　醜女
　さつきあめ　五月雨　　　　　　　さやとがめ鞘各め　　　　　　　　おしこめ　押し込め
うのときあめ　卯の時雨　　　　　　こじりとがめ　鎖舎め　　　　　　　おこしごめ　粗汝
　　よこあめ　横雨　　　　　　　　はりとがめ　針とがめ　　　　　　おろしごめ　下ろし米
ひちかさあめ　肘笠雨　　　　　　　　　ながめ　眺め　　　　　　　　　　てこめ　手籠め
そでかさあめ　袖笠雨　　　　　　　　ながめ　長雨　　　　　　　　はなごめ　花こめ
わたくしあめ　私雨　　　　　　　　うききのかめ　浮き木の亀　　　　　　　よこめ　横目
　なみだあめ　涙雨　　　　　　　　　みのがめ　蓑亀　　　　　　　　おくよこめ　奥横目
なみだのあめ　涙の雨　　　　　　　　　ひがめ　僻目　　　　　　　　おほよこめ　大横目
いちみのあめ　一味の雨　　　　　　　　ほかめ　外目　　　　　　　　ぬりこめ　塗籠
　うめのあめ梅の雨　　　　おほかめ狼　　　　 むくろこめ躯寵め
じゃくはあめ　寂は雨　　　　　　　　つるかめ　鶴亀　　　　　　　　　　さめ　鮫
　そばへあめ　そばへ雨　　　　　　　どうがめ　泥亀　　　　　　　　　　　さめ　白眼
わがままあめ　我儘雨　　　　　　　　　をかめ　岡目　　　　　　　　　　一さめ　雨
　くだりあめ　下り飴　　　　　　　どんがめ　どん亀　　　　　　　　いさめ禁め
　　てりあめ　照り雨　　　　　　　　　いきめ　生き目　　　　　　　　あきさめ　秋雨
みをしるあめ　身を知る雨　　　　　　　うきめ憂き目　　　　　　　　くさめ　（感）
　　　　いめ　夢　　　　　　　　　　　　うきめ　浮き海布　　　　　こころなぐさめ　心慰め
　　　　いめ射目　　　　　　　　おきめ置き目　　　　　　　　ささめ（名）
　　　さいめ　（名）　　　　　　　　　ひさぎめ　備ぎ女　　　　　　　　　ささめ　（名）
　　　たいめ　対面　　　　　　　　　　つきめ　春き女　　　　　　　　くっさめ　（感）
　　　ないめ　泣い目　　　　　　　　　つぎめ　継ぎ目　　　　　　　　ねざめ　寝覚め
　ちくちいめ　畜類め　　　　　　　　いつきめ　斎女　　　　　　　おいのねざめ　老の寝覚め
さんくわいめ　三会目　　　　　　　　かづきめ　潜き女　　　　　　さよのねざめ　小夜の寝覚め
　　　　うめ梅　　　　　 なきめ泣き女　　　おもひねざめ思ひ寝覚め
　　つけうめ　漬け梅　　　　　　　　　にきめ　和海藻　　　　　　　　　ひさめ　大雨
　　　ざうめ　象馬　　　　　　　　　　ひきめ　墓目　　　　　　　　　　ひさめ　氷雨
　　　たうめ　専女　　　　　　　　　　まきめ　巻き目　　　　　　　　こひざめ　恋醒め
　　　たうめ　唐目　　　　　　　　　　くめ貢馬　　　　　　　おもひざめ思ひ覚め
　　　たうめ専　　　　　 あくめ悪目　　　　やぶさめ流鏑馬
　いがたうめ　伊賀専女　　　　　　かちつくめ　揖つくめ　　　　　　　　まさめ　正目
　そでのうめ　袖の梅　　　　　　　ぎりづくめ　義理尽．くめ　　　　　　　みざめ　見醒め
　　とびうめ　飛び梅　　　　　　　　こぶくめ　小服綿　　　　　　　　　やさめ　優女
　　じゃうめ　上馬　　　　　　　　　　ひふくめ　比比丘女　　　　　　　あめやさめ　雨やさめ
　　りゅうめ　龍馬　　　　　　　　　　つけめ　付け目　　　　　　　　むらさめ　村雨
　　ちょうめ　重目　　　　　　　　うちつけめ　うちつけ目　　　　　　はるさめ　春雨
　　うらうめ　裏梅　　　　　　　　　　　にげあ　逃げ目　　　　　　　　　をさめ　納め
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　　　　　をさめ　長女　　　　　　　　みやはじめ　宮始め　　　　　　よしをかぞめ　吉岡染め
　　　　あきをさめ　秋収め　　　　　　とくしょはじめ　読書始め　　　　　　　　　きぞめ　着初め
　　　　　けをさめ褻納め　　　　　　　はがひじめ　羽交ひ締め　　　　　　かきぞめ　柿染め
　　ふるふだをさめ　古札納め　　　　　　　ざふしめ　雑仕女　　　　　　　　っきそめ　桃染め
　　　　ことをさめ　事納め　　　　　　　　　いましめ　戒め　　　　　　　ようひのきぞめ　鎧の着初め
　　　おことをさめ　御事納め　　　　　　　かまじめ　竈標　　　　　　　　　　まきぞめ　巻き染め
　　　　　　　しめ標　　　　　　　　　しめじめ　（副）　　　　　　からまきぞめ　唐巻き染め
　　　　　　　しめ　鵠　　　　　　　　　　かりしめ　仮標　　　　　　　　ありきぞめ　歩き初め
　　　　　　一しめ　（助動命令）　　　　　とりじめ取り締め　　　　　　ころくぞめ小六染め
　　　　ちゃうじめ帳〆　　　　　　　　よろしめ宜し女　　　　　　こばたけぞめ小畠染め
　　　　　さかしめ　賢し女　　　　　　　　　をじめ　緒締め　　　　　　　　　こそめ　濃染め
　　　　すがしめ　清し女　　　　　　　　　　すめ　素面　　　　　　　　かみこぞめ　紙子染め
　　　　はぎしめ　歯軋め　　　　　　　　　　すめ一皇　　　　　　　　ちゃうじぞめ　丁子染め
　　　　やきしめ　焼き標　　　　　　　　　　うすめ　碓女　　　　　　　　　むかしぞめ　昔染め
　　　　　一さしめ　（助動命令）　　　　　　　すずめ　雀　　　　　　　　　　　さしぞめ　差し初め
　　　　くれさしめ　（動命令）　　　　　きゃうすずめ　京雀　　　　　　　　　　ふしぞめ　柴染め
　　　　すずしめ　（名）　　　　　　　　えどすずめ　江戸雀　　　　　　　うつぶしぞめ　空五倍子染め
　　　　いたじめ　板締め　　　　　　　さとすずめ　里雀　　　　　　　　からすぞめ　鳥染め
　　　　　とじめ　戸締め　　　　　　　たけにすずめ　竹に雀　　　　　　　　　したぞめ　下染め
　　　　　もとじめ　元締　　　　　　はっさくのすずめ　八朔の雀　　　　　　せんすぢぞめ　千筋染め
　　　　まゆとじめ　眉止自女　　　　　　にはすずめ　庭雀　　　　　　　　　　てそめ　手染め
　　　　　ねじめ　音締め　　　　　　がくやすずめ　楽屋雀　　　　　　　　えどぞめ　江戸染め
　　　　　ねじめ　根締め　　　　　　　　みやすずめ　宮雀　　　　　　　　　　はなぞめ　花染め
　　　　　のしめ奥斗目　　　　　ふくらすずめ脹ら雀　　　　　　うすはなぞめ薄花染め
　　　こころのしめ　心の注連　　　　　よしはらすずめ　吉原雀　　　　　　　はつはなぞめ　初花染め
　　　　　はじめ　初め　　　　　　　　むらすずめ　群雀　　　　　　　　あかねぞめ　茜染め
　　　ほういはじめ　布衣始め　　　　　きたきりすずめ　着たきり雀　　　　　ふしかねぞめ　五倍子鉄漿
　　　　つかはしめ使はしめ　　　　　　うまずめ生まず女　　　　　　　　　　　　　　染め
　　　れんがはじめ　連歌始　　　　　　　　　むすめ　娘　　　　　　　　　あけぼのぞめ　曙染め
　　　　　くはしめ美し女　　　　　 いつきむすめ　斎娘　　　　　　　　くはぞめ桑染め
　　　とのこはじめ　殿御初め　　　　　　’ふちむすめ　藤娘　　　　　　　　　えびぞめ　葡萄染め
　　　えぼしはじめ　烏帽子始め　　　　　ひとつむすめ　一つ娘　　　　　　　　　かひぞめ　買ひ初め
　　　なほしはじめ　直衣始め　　　　　　　おとむすめ　弟娘　　　　　　　　　　くひぞめ　食ひ初め
　　　　きそはじめ　着衣始め　　　　　　まなむすめ　愛娘　　　　　　　　　うたひぞめ　謡ひ初め
　　おほうたはじめ　大歌始め　　　　　きんぴらむすめ　金平娘　　　　　　　　あらひぞめ　洗ひ染め
　　　　ことはじめ　事始め　　　　　　　　　せめ　責め　　　　　　　けんばふぞめ　憲法染め
　　　おことはじめ　御事始め　　　　ひゃうらうぜめ　兵糧攻め　　　　　あさがほぞめ　朝顔染め
　　　　まとはじめ　的始め　　　　　　　こぼくぜめ　古木責め　　　　　　　すみぞめ墨染め
　　　　まなはじめ　真魚始め　　　　　　　みつぜめ　水攻め　　　　　　　　　うめぞめ　梅染め
　　やたてのはじめ　矢立ての初め　　　　　　　てぜめ　手攻め　　　　　　　　　そめそめ　（副）
　　　ゆどのはじめ　湯殿始め　　　　　　　　ひぜめ　火攻め　　　　　　　みるちゃぞめ　海松茶染め
　　おゆどのはじめ　御湯殿始め　　　　　　　ひぜめ　火責め　　　　　　　ちゃやぞめ　茶屋染め
　　　もののはじめ　物の初め　　　　　　　えびぜめ　海老責め　　　　　　　こんやぞめ　紺屋染め
　　　　ものはじめ　物始め　　　　　　　やがらぜめ　矢柄責め　　　　　　せんやぞめ　千弥染め
あふ　　　　　　　会ふは別れ　　　　　ちからぜめ　力攻め　　　　　　　　　よそめ　余所目
　はわかれのはじめ　　　のはじめ　　　　　　ひらぜめ　平攻め　　　　　　　　　いよぞめ　伊予染め
　　　ゆばはじめ　弓場始あ　　　　　　　かうぞめ　香染め　　　　　　　　うきよぞめ　浮き世染め
　　　ふみはじめ　書始め　　　　　　　　こうぞめ　紺染め　　　　　　　こしょぞめ　御所染め
　　　みふみはじめ　御書始め　　　　　　さたうぞめ　砂糖染め　　　　　　　あらぞめ　荒染め
　　　ゆみはじめ　弓始め　　　　　　ききゃうぞめ　桔梗染め　　　　　　　おりぞめ　織り初め
　　　ひめはじめ　姫始め　　　　　　あしかがぞめ　足利染め　　　　　　　かりそめ　仮初
209
　　　　くくりぞめ括り染め　　　　　　　じちめ実目　　　　　　　　　とめ止め
　　　　いたりぞめ　至り染め　　　　　　　　すぢめ　筋目　　　　　　　　　　　とめ　利目
　　　　　とりぞめ取り染め　　　　　かんだちめ上達部　　　　　　　　一とめ　（接尾）
　　　　しぼりぞめ　絞り染め　　　　　　　　とちめ　（名）　　　　　　　　　いとめ　糸目
　　　　　なれそめ　馴れ初め　　　　　　　　とちめ　綴ぢめ　　　　　　　　しうとめ　姑
　　　　おぼろぞめ　朧染め　　　　　いまはのとちめ　今はのとちめ　　　　　ふだどめ　札留め
　　　いっこんぞめ　一斤染め　　　　　　　たらちめ　垂乳女　　　　　　　　うちどめ　打ち留め
　　　いうぜんぞめ　友禅染め　　　　　　　　　　つめ　爪　　　　　　　　　　　つとめ　勤め
　　　　　だんぞめ　段染め　　　　　　　　　　つめ　詰め　　　　　　　　　おつとめ　お勤め
　　　　　　ため　溜め　　　　　　　　　みあつめ　見集め　　　　　　ねんきつとめ　年季勤め
　　　　　　ため為　　　　　かいづめかい詰め　 せいきうのつとめ井臼の力
　　　　　　だめ　駄目　　　　　　　　　じゃうづめ　常詰め　　　　　　ろくじのつとめ　六時の勤め
　　　　　いため　板目　　　　　　さしつめひきつめ　差し詰め引　　　　　　そでとめ　袖止め
　　　　　わいだめ　弁別　　　　　　　　　　　　　　　　　き詰め　　　　　　とどめ　止め
　　　　　　うため　歌女　　　　　　　　　わきつめ　脇詰め　　　　　　　　しとどめ　鴎目
　　　　りゃうだめ　両為　　　　　　　　　あげづめ　揚げ詰め　　　　　　うまとどめ　馬止め
　　　　　おため　御為　　　　　　　　　　こづめ　小詰め　　　　　　　　かはどめ　川止め
　　　　　かため　固め　　　　　　　　　　こづめ　後詰め　　　　　　　　　ひとめ　一目
　　　　っじがため　辻固め　　　　　　　いしこづめ　石子詰め　　　　　　　　ひとめ　人目
　　　　くちがため　口固め　　　　　　　　みやこづめ　都詰め　　　　　　　　　まひどめ　舞留め
　　　にせのかため　二世の固め　　　　　ななくさづめ　七種爪　　　　　　　　やまとめ　大和目
　　　　よのかため　世の固め　　　　　　　　しづめ　鎮め　　　　　　　　　　みとめ　認め
　　　　　はがため　歯固め　　　　　　　さしづめ　（名）　　　　　　　　おりどめ織り留め
　　　　みがため　身固め　　　　　　　　はしづめ　橋詰め　　　　　　　　　をとめ　少女
　　　　やがため　屋固め　　　　　　　たなばたつめ　棚機つ女　　　　　　　　をとめ　夫妻
　しゃうじんがため　精進固め　　　　　　　　　てづあ　手詰め　　　　　　　　　えをとめ　え女
　　せいもんがため　誓文固め　　　　　　　そでつめ　袖詰め　　　　　　さかえをとめ　栄え少女
　　　　　げため　下駄目　　　　　　　　　えどづめ　江戸詰め　　　　　　にほえをとめ　匂え少女
　　　　　　さだめ　定め　　　　　　　　　かどづめ　門詰め　　　　　　いなきをとめ　稲置少女
　　　　しなさだめ　品定め　　　　　　　　ひなつめ　鄙つ女　　　　　　　とこをとめ　常少女
　　　　ものさだめ　物定め　　　　　　・　　くにづめ　国詰め　　　　　　　　さをとめ　早乙女
　　　　　はしため　端女　　　　　　　　むまのつめ　馬の爪（枕）　　　　あまつをとめ　天つ少女
　　　　　したため　認め　　　　　　　　　ことばづめ　言葉詰め　　　　　　おみのをとめ　臣の少女
　　　　　ぬため　紗目　　　　　　　　　くらひづめ　食ひ詰め　　　　　　あまをとめ　天少女
　　　　　のだめ　箆嶢め　　　　　　　　　おほづめ　大詰め　　　　　　　　あまをとめ　海人少女
　　　　　ひため　大雨　　　　　　　　　　やつめ　八つ目　　　　　　　　やをとめ　八少女
　とほかみゑみため　（名）　　　　　　　　　きゃつめ　彼奴め　　　　　　あからをとめ　赤ら少女
　　　　　ゆだめ　弓矯め　　　　　　　　　　　よつめ　四つ目　　　　　　　すがるをとめ　蝶蔵少女
ひつけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よづめ　夜詰め　　　　　　　　あれをとめ　阿礼少女
　たうそくあらため　火付盗賊改め　　　　　いらつめ　郎女　　　　　　　うなゐをとめ　髪髪少女
　　かぶとあらため　兜改め　　　　　　おほいらっめ　大娘　　　　　　　　　サントメ　桟留
　　　ふなあらため　船改め　　　　　　　　くらづめ　鞍爪　　　　　　　　　かなめ　要
　にんじゅあらため　人数改め　　　　　　だうりづめ　道理詰め　　　　　　　さがなめ　さがな目
しゅうもんあらため　宗門改め　　　　　　いかりづめ　怒り爪　　　　　　　　とこなめ　常滑
　　　　　きりだめ　切り溜め　　　　　　　ぎりづめ　義理詰め　　　　　　をさなめ幼目
　　　　　あちめ　阿知女　　　　　　　　　しろづめ　城詰め　　　　　　　　　　となめ　胃旧占
　　　　　いちめ　市女　　　　　　　　うしろづめ　後ろ詰め　　　　　　　　ななめ　斜め
　　　　　　うちめ　打ち目　　　　　　　　くらゐづめ　位詰め　　　　　　　　にひなめ　新嘗
　　　　　　くちめ　口女　　　　　　　　　　をづめ　（名）　　　　　　　　　　ぬめ　胱
　　　　　　くちあ　朽ち目　　　　　　　　　てめ　手目　　　　　　　　、いぬめ犬目
　　　　　けちめ　（名）　　　　　　　　　　　とめ　姥　　　　　　　　　　しろぬめ　白胱
210
　　　　　うねめ采女　　　　　　　　　さほひめ　佐保姫　　　　　　　うきよのゆめ　浮き世の夢
　　　　そねめ其根芽　　　　　　　　やまひめ　山姫　　　　　　　はるのよのゆめ　春の夜の夢
　　　　さいのめ采の目　　　　　　　かよひめ　通ひ女　　　　　えいぐわのゆめ　栄華の夢
　　　　きのめ　木の芽　　　　　　　かぐらひめ　神楽姫　　　　　かんたんのゆめ　郡郭の夢
　　　　　このめ木の芽　　　　　　　　おりひめ　織姫　　　　　　　　　ゆめゆめ　（副）
　　　　　しのめ篠目　　　　　　　　　　うぶめ　産女　　　　　　　　　そらゆめ　空夢
　　　　たのめ頼め　　　　　　　　　うぶめ　姑獲鳥　　　　　　　　　　よめ　夜目
　　　ひとだのめ人頼め　　　　　　　　　まへめ　前目　　　　　　　　　　　よめ　（形動）
　　　そらだのめ　空頼め　　　　　　　　　しほめ　塩目　　　　　　　　あさぎよめ　朝浄め
　　　　しつのめ賎の女　　　　　　　すっぽめ　すっぽ目　　　　　　あとぎよめ　後浄め
　　　はとのめ鳩の目　　　　　　　　とほめ遠目・　　　　　　　おとよめ弟嫁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのめ斜め　　　　　　　　　みぽめ　身褒め　　　　　　　　あひよめ　相嫁
　　　　しののめ　東雲　　　　　　　　　われぼめ　我褒め　　　　　　　やしなひよめ　養ひ嫁
　　　　しほのめ　塩の目　　　　　　　　　　まめ　忠実　　　　　　　　一こそあらめ　（連語）
　　　のめのめ　（副）　　　　　　　　　　かまめ　鴎　　　　　　　　さもこそあらめ　（連語）
　　　　じゃのめ　蛇の目　　　　とい　　　　　　　戸板にごろ　　　　　おほあらめ　大荒目
　　　　よのめ夜の目　　　　たにごろつきまめ　　　つき豆　　　　　あからめ　あから目
　　　　うはめ上目　　　　　　　　ふくまめ　福豆　　　　　　　　さがらめ　相良布
　　ふたかはめ　二皮目　　　　　　　　　ごまめ　鯉　　　　　　　　一こそなからめ　（連語）
　　　　きはめ　極め　　　　　　　　　としまめ　年豆　　　　　　　　やまがらめ　山雀め
　　　　きはめ際目　　　　　　　そやしまめ　そやし豆　　　　　　　　くらめ　暗め
　　いちきはめ　一極め　　　　　　　　　なまめ　生海布　　　　　　　．つばくらめ　燕
　　　しばしばめ　屡屡目　　　　　　　　さやまめ　爽豆　　　　　　　　　　しらめ　白眼
　　　はすはめ　蓮葉女　　　　　　　　ざぜんまめ　坐禅豆　　　　　　　　　　そらめ　空目
　　　　そばめ側女　　　　　　　　　　みめ　妃　　　　　　　　　　かつらめ　桂女
　　　　そばめ側目　　　　　　　　　　みめ　見目　　　　　　　　おはらめ大原女
　　　たちはめ属軒　　　　　　　　　おほみめ　大眉目　　　　　　　かたはらめ　傍目
　　　　つばめ（名）　　　　　むめ梅　　　 よしこさるらめ由こさるらめ
　　　　なはめ縄目　　　　　　　　　めめ米米　　　　　　　　　いりめ入り目
　　ふしなはめ節縄目　　　　　　　　　もめ揉め　　　　　　　はたおりめ　機織り女
　　　　　ひめ鵠　　　　　　　　　かもめ　鴎　　　　　　　　　はかりめ秤目
　　　　　ひめ姫　　　　　　　　　てもめ　（名）　　　　　　　　きりめ切り目
　　　　．えひめ兄媛　　　　　　　　　　やもめ　寡　　　　　　　　　　　しりめ　後目
　　　　おひめ負ひ目　　　　　　　　　やめ矢目　　　　　　　　ひじりめ聖目
　　　たがひめ違ひ目　　　　　　　　あやめ　文目　　　　　　　　かはりめ替はり目
　　　むかひめ嫡妻　　　　　　　　　あやめ　菖蒲　　　　　　　　　ねぷりめ　眠り眼
　　　　こひめ　小姫　　　　　　　　はなあやめ　花菖蒲　　　　　　　　まもりめ　守り眼
　　　　こひめ乞目　　　　　　むいかのあやめ六日の菖蒲　　　　　　　をりめ折り目
　　　　さひめ　境目　　　　　　　　　　いやめ　いや目　　　　　　　　　かるめ　軽目
　　　はしひめ橋姫　　　　　　　　　くりやめ　厨女　　　　　　　　　一ぐるめ　（接尾）
　うちのはしひめ　宇治の橋姫　　　　　　たわやめ　手弱女　　　　　　　　　さるめ　援女
　　　あそびめ　遊び女　　　　　　　　たをやめ　手弱女　　　　　　　　　さるめ　猿目
　　　うそひめ鶯姫　　　　　　　　　　ゆめ　夢　　　　　　　　まきずるめ　巻き賜
　　　みぞひめ　御衣姫　　　　　　　　　　ゆめ　（副）　　　　　　　　　　ふるめ　古妻
　　　うたひめ歌姫　　　　　　　　　さかゆめ　逆夢　　　　　　　　　　みるめ　海松布
　　たつたひめ立田姫　　　　　　　　．しゅめ　主馬　　　　　　　　　みるめ　見る目
　　　いちひめ　市姫　　　　　　いっすいのゆめ　一炊の夢　　　　　　　　もるめ　守る目
　　　おとひめ弟姫　　　　　きのふの　　　　　昨日の花は　　　　　　うかれめ　浮かれ女
　　　おとひめ　乙姫　　　　　はなはけふのゆめ　　　今日の夢　　　　　たはれめ　戯れ女
　　　まひひめ舞姫　　　　　　　こてふのゆめ　胡蝶の夢　　　　　　　いうめ　色目
こせちのまひひめ五節の舞姫　　　　　ゆめのゆめ　夢の夢　　　　　かさねのいうめ　襲の色目
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　　はぐうめ　歯黒め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなをかも　否をかも
　ちろちろめちろちろ目　　　　も　　　　　　　きも肝
　　ひろめ　広布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきぎも　生き肝
　　よわめ弱目　　　　　　も妹　　　　　しきも敷き裳
　　あかんめ　赤ん目　　　　　　　　　　　も　面　　　　　　　　　　ひじきも　ひじき藻
　　　きんめ　金目　　　　　　　　　　　も　喪　　　　　　　　　なびきも　扉き藻
　　　ぎんめ　銀目　　　　　　　　　　　　も　裳　　　　　　　　　　あらぎも　荒肝
　　　じんめ　神馬　　　　　　　　　　　　　も　藻　　　　　　　　　　こころぎも　心肝
　　　なんめ　（代名）　　　　　　　　　　～も　（間助）　　　　　　　　　わぎも　吾妹
ひゃくねんめ　百年目　　　　　　　　　　　～も　（助動）　　　　　　　　　　くも　雲
　　しゅんめ　駿馬　　　　　　　　　　　あも　（名）　　　　　　　　　　　くも　蜘蛛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あも母　　　　 かもかくも（連語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも　妹　　　　　　　　　ともかくも　（連語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも　痘　　　　　　　　　　 うきぐも　浮き雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも芋　　　　．　こくも国母
　　　　　　　　　　　　　　おひらのながいも　御平の長芋　　　　　　　よこぐも．横雲
　　　　　　　　　　　　　　　　かりていも　詞梨帝母　　　　　　　　あさくも　朝雲
　　　　　　　　　　　　　　　　いへのいも　家の妹　　　　　　　　いしくも　（連語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うも芋　　　　けだしくも蓋しくも
　　　　　　　　　　　　　　　　　ともかうも　（連語）　　　　　　　いやしくも　荷しくも
　　　　　　　　　　　　　　　　いやしうも　筍うも　　　　　　　げんじぐも　源氏雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようも　（連語）　　　　　　　　すくも　（名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えも　（連語）　　　　　　　　　たくも　焚く藻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも母　　　　　したぐも下雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも面　　　　　　やへはたぐも八重旗雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたおも　二面　　　　　　　　とよはたぐも　豊旗雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　くれのおも　呉の母　　　　　　　つちぐも　土蜘蛛
　　　　　　　　　　　　　　　　かみのみおも　神の御面　　　　　　　　つくも　江浦草
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　鴨　　　　　　　　　しつくも　雫も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　焼　　　　　　　　　すくなくも　少なくも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　賀茂　　　　　　　　　たなぐも　棚雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一かも　（終助）　　　　　こしゃうのくも　五障の雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一がも　（終助）　　　　　ふちゃうのくも　不定の雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかも　赤裳　　　　　　　むらさきのくも　紫の雲
　　　　　　　　　　　　　　　いつのまさかも　何時のまさ　　　　　はなのくも　花の雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　　　　　　にのぐも　布雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも・然も　　　　　　　いなぱのくも　稲葉の雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　あしがも　葦鴨　　　　　　　かたみのくも　形見の雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　なにしかも　何しかも　　　　　　　　やへぐも　八重雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　すがも　菅藻　　　　　　　　　　まくも　莫目
　　　　　　　　　　　　　　　　　あたかも　恰も　　　　　　　　あまくも　天雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　などかも　（連語）　　　　　　　いはまくも　言はまくも
　　　　　　　　　　　　　　　　なにとかも　何とかも　　　　　　やみくも　闇雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　なにかも　何かも　　　　　　　　　やくも　八雲
　　　　　　　　　　　　　　　　一ζせぬかも．（連語）　　　　　あまのしらくも　天の白雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みかも　水鴨　　　　　　　　　むらくも　叢雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一もがも　（連語）　　　　　　　　あをくも　青雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　かもかも　（連語）　　　　　　　　　　こも　菰
　　　　　　　　　　　　　　ちんちんかもかも　（名）　　　　　　　　　おこも　御薦
　　　　　　　　　　　　　　　　いまもかも　今もかも　　　　　　　すがこも　菅薦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろかも　黒鴨　　　　　　とふのすがこも　十編の菅薦
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　　わかごも　若菰　　　　　　　　　　　なぞも　何ぞも　　　　　　　　　　一とも　（連語）
　　　すごも　簑薦　　　　　　　　　こはそも　（連語）　　　　　　　　　一ども　（接助）
　　たっこも　立つ薦　　　　　　　　そもそも　抑　　　　　　　　　　　　一ども　（接尾）
　　　まこも　真菰　　　　　　　　　そもやそも　（連語）　　　　　　　　　いとも　（連語）
　　　みこも　水菰　　　　　　　　　ありそも　荒磯面　　　　　　　　えいとも　（連語）
　たたみこも　畳薦　　　　　　　　　なのりそも　（名）　　　　　ぎうともすうとも　（連語）
　　しもこも　四も五も　　　　　　　　たも　（補動命令）　　　　　　さきども　先供
　　あらこも　荒薦　　　　　　　　　　一だも　（係助）　　　　　　　　かげとも　影面
　　かりこも　刈り菰　　　　　　　　　いたも　（連語）　　　　　　　　　こども　子供
　　まをこも　真小菰　　　　　　　うたがたも　（副）　　　　　　やくしゃこども　役者子供
　　　　さも　（連語）　　　　　　　　いくだも　（連語）　　　　　　　　一ずとも　（連語）
　　　　しも下　　　　　したも下裳　　　　さらずとも（連語）
　　　　しも　霜　　　　　　いつちもいつちも　（連語）　　　　　　　　　そとも　外面
　　　一しも　（係助）　　　　　　　　　一っも　（接助）　　　　　　　　そっとも　（副）
　　　一しも　（助動）　　　　　　　　いつも　いつ藻　　　　　　　　もっとも　最も
　　　えしも　（連語）　　　　　　　　いつも　出雲　　　　　　　　　もっとも　尤も
　　　おしも　御下　　　　　　　　　おきつも　沖つ藻　　　　　　　　えどとも　江戸供
　しもがしも　下が下　　　　　　　ありつっも　有りつつも　　　　　わひとども　我人ども
　　ときしも　時しも　　　　　　　　　へつも　辺つ藻　　　　　　　　ふなども　船櫨
　　すこしも　少しも　　　　　　　　　　ても　（副）　　　　　　　　をんなども　女共
　　　さしも　（副）　　　　　　　　　　　一ても　（接助）　　　　　　　　　なにとも　何とも
　　一さしも　（助動）　　　　　　　いうても　言うても　　　ものそのも　　　　物その者には
かならずしも　必ずしも　　　いうてもいうても　言うても言　　のにはあらねども　　あらねども
　　まだしも　（副）　　　　　　　　　　　　　　　うても　　　　みつのとも　三つの友
　　はつしも　初霜　　　　　　　　　どうでも　（副）　　　　　　　　ものども　者共
　　いとしも　（連語）　　　　　　　いかでも　如何でも　　　　　こころのとも　心の友
　　ことしも　（副）　　　　　　　かくても　斯くても　　　　　　いへども雌も
　　ふとしも　（連語）　　　　　とてもかくても　（連語）　　　　　　一といへども　（連語）
　　みなしも　水下　　　　　すで　　　　　　　酢でも萄蕩　　　　　　　　みども　身共
　あきのしも　秋の霜　　　　　もこんにゃくでも　　　　　でも　　　　　　　もとも　最も
　つきのしも　月の霜　　　　　　　　　かけても　（副）　　　　　　　　　いやとも　（副）
　　ゆふしも　夕霜　　　　　　　　　　さても　（連語）　　　とあ
　　なほしも　猶しも　　　　　　さてもさても　（連語）　　　　りともかかりとも　（連語）
　　かみしも　上下　　　　　　　いかにしても　如何にしても　　　　　さりとも　（副）
なががみしも　長上下　　　　　　　　　さっても　（感）　　　　　　　　　あれども　（連語）
つぎがみしも　継ぎ上下　　　　　　一にとっても　（連語）　　　　　　　しかれども　然れども
やくがみしも　役上下　　　　　　　　ほっても　（副）　　　　　　　　　なれども　（接）
あさがみしも　麻上下　　　　　　　　　とても　（副）　　　　　　　　　おんども　己共
はんがみしも　半上下　　　　　　　　一とても　（連語）　　　　ちんともかんとも　（連語）
　　しもじも　下下　　　　　　　いかなごとでも　如何なこと　　　　　　　　　なも　南謀
　　つゆしも　露霜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも　　　　　　　一なも　（終助）
　　　よしも　縦しも　　　　　　　さりとても　（接）　　　　　　　　　　一なも　（係助）
　　をりしも　折りしも　　　　　　　一にても　（連語）　　　　　　　　　一なも　（助動）
　わかれじも　別れ霜　　　　　　　さるにても　（連語）　　　　　　　　　一にも　（連語）
　わすれじも　忘れ霜　　　　　　　　さらでも　（接）　　　　　　　　　いかにも　如何にも
　はだれしも　はだれ霜　　　　　　　　なんでも　何でも　　　　　いかにもいかにも　如何にも如
　　ころしも頃しも　　　　　とも友　　　　　　　　 何にも
　　　すも　（動連体）　　　　　　　　　とも　靹　　　　　　　　　　なかにも　中にも
　　　させも　（名）　　　　　　　　　　　とも　櫨　　　　　　　　かにもかくにも　（連語）
　　　一そも　（終助）　　　　　　　　　一とも　（終助）　　　　　とにもかくにも　（連語）
　　　　そも　（連語）　　　　　　　　　一とも　（接助）　　　　　　　　　げにも　実にも
213
すにもたこにも　酢にも蛸にも　　　　　からもも　唐桃　　　　　にんにくのころも　忍辱の衣
すにもみそにも　酢にも味噌　　　　　　　　やも　八面　　　　　　　こけのころも　苔の衣
　　　　　　　　　　　にも　　　　　　一やも　（終助）　　　　　　あさのころも　麻の衣
　　　一だにも　（連語）　　　　　　　おそはやも　晩早も　　　　　　ふちのころも　藤の衣
　　　　なにも　何も　　　　　　　　　一めやも　（連語）　　　　　　はなのころも　花の衣
　　　　なにも　なに妹　　　　　　　　　つゆも　露も　　　　　　ほそぬのごろも　細布衣
　なにもなにも　何も何も　　　　　　　　よも　四方　　　　　　　　ひのころも　緋の衣
　　いくへにも　幾重にも　　　　　　　　　よも　（副）　　　　　　たびのころも　旅の衣
　いかさまにも　如何様にも　　　　　　一ながらも　（連語）　　　　　かすみのころも　霞の衣
あからさまにも　（連語）　　　　　　　　いくらも　幾らも　　　　　　くものころも　雲の衣
　　　　よにも　世にも　　　　　　　　あかりも　明かり藻　　　ひたうらのころも　直裏の衣
　あじ？らにも　（連語）　　　　　　ゆめばかりも　夢ばかりも　　　　あさらのころも　浅らの衣
　　　かりにも　（副）　　　　　　　　　よりも　寄り藻　　　　　ねずりのころも　根摺りの衣
けにもはれにも　褻にも晴れ　　　　　　　一よりも　（連語）　　　　　みどりのころも　緑の衣
　　　　　　　　　　　にも　　　　　　かるも　枯るも　　　　　　のりのころも　法の衣
　　　　かのも　彼の面　　　　　　　　　かるも　刈る藻　　　　　　よるのころも　夜の衣
　このもかのも　此の面彼の面　　　　あまのかるも　海人の刈藻　　　　そけんのころも　素絹の衣
　　　　このも　此の面　　　　　　たれもたれも　誰も誰も　　　　　　　はごろも　羽衣
　をてもこのも　彼方此面　　　　　　たれたれも　誰誰も　　　　　　　かはごろも　皮衣
　　　　たのも　田の面　　　　　　　　いつれも　何れも　　　　　　おちばごろも　落ち葉衣
　　　　とのも　主殿　　　　　　　われもわれも　我も我も　　　　あまのはごろも　天の羽衣
　　　　みのも　水の面　　　　　　　　　いうも　（名）　　　　　　せみの．はごろも　蝉の羽衣
　　　　ものも　（感）　　　　　　　　　　ころも　衣　　　　　　　　　　こひごろも　恋衣
　　　　一はも　（連語）　　　　　しほやきごろも　塩焼き衣　　　　　　たびごろも　旅衣
　　　　うはも　上裳　　　　　　　みちゆきごろも　道行き衣　　　　　しろたへころも　白拷衣
　　　　　ひも　氷面　　　　　　たびゆきごろも　旅行き衣　　　　　　しほごろも　潮衣
　　　あかひも　赤紐　　　　　　　　　　けころも　褻衣　　　　　　　　　あまごろも　雨衣
　　　たかひも　高紐　　　　　　　　　　けごろも　毛衣　　　　　　　うすずみごろも　薄墨衣
　　いもがひも　妹が紐（枕）　　　　　あけごろも　緋抱　　　　　　　　をみごろも　小忌衣
　　　したびも　下紐　　　　　　　すずかけごろも　篠懸け衣　　　　　　　しめころも　染め衣
はなのしたひも　花の下紐　　　　　なみかけごろも　波掛け衣　　　　うすそめごろも　薄染め衣
　　さなだひも　真田紐　　　　　そでつけごろも　袖付け衣　　　　はなぞめごろも　花染め衣
　　　　にひも　新喪　　　　　　　つるのけごろも　鶴の毛衣　　　　　すみぞめごろも　墨染め衣
　　はなのひも　花の紐　　　　　　くさわけごろも　草分け衣　　　　　　　さよごろも　小夜衣
　　さんのひも　産の紐　　　　　　ささわけごろも　笹分け衣　　　　　　からころも　唐衣
　　　つめひも　詰め紐　　　　　やまわけごろも　山分け衣　　　　　うづらごろも　鶉衣
　　　いれひも　入れ紐　　　　　つゆわけごろも　露分け衣　　　　　　かりごろも　狩衣
　　　　　ぶも　父母　　　　　　　　　さごろも　狭衣　　　　　　あきさりごろも　秋さり衣
　さいふいふも　さ言ふ言ふも　　　　　あさごろも　麻衣　　　　　　　　すりごろも　摺り衣
　　　　うべも　宜も　　　　　　　くさごろも　草衣　　　　　はなずりごろも　花摺り衣
　　　　なほも　猶も　　　　　　あらはしごろも　著はし衣　　　　うまのりころも　馬乗り衣
　　　　たまも　玉裳　　　　　　　おほよそごろも　大凡衣　　　、　　　ふるころも　古衣
　　　　たまも　玉藻　　　　　　　　・したごろも　下衣　　　　　　　　なれごろも　馴れ衣
　おきつたまも　沖つ玉藻　　　　　いほはたごろも　五百機衣　　　　　しほなれごろも　潮馴れ衣
　　　　はまも　浜藻　　　　　　　　　うちごろも　裏衣　　　　　　　　　いろごろも　色衣
　　　　　もも　桃　　　　　　　　　　ふちごろも　藤衣　　　　　　　はないろごろも　花色衣
　　　　　もも　百（数）　　　　　　なつごろも　夏衣　　　　　　みのしろごろも　蓑代衣
　　　　　もも一百（造語形）　　　　　はなごろも　花衣　　　　　　　　いなもをも　否もをも
　　　むかもも　向股　　　　　　ひとはなごろも　一花衣　　　　　　　　　あんも　餅
　　　　けもも　毛桃　　　　　　　　なかのころも　中の衣　　　　　　　　　いんも　思慶
みちとせのもも　三千年の桃　　　　　かきのころも　柿の衣　　　　　　せんもまんも　千も万も
